
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和 5年度分）    

 

施設名 茨城県民の森、茨城県植物園、茨城県森のカルチャーセンター、茨城県きのこ博士館 

施設所管課 茨城県農林水産部林政課 

指定管理者 公益社団法人 茨城県農林振興公社 理事長 藍原 伸夫 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間） 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 茨城県那珂市戸 4589 外 

施設の概要 (1)面積：77.6ha 

(2)施設 

①茨城県民の森（64.7ha） 

②茨城県植物園（12.0ha、熱帯植物館（2,693.75㎡）、展示室（280.00㎡）、 

レストハウス（166.18㎡）、管理事務所（250㎡） 他 

  ③茨城県森のカルチャーセンター（648.00㎡） 

  ④茨城県きのこ博士館（1,147.60㎡） 

⑤その他（休憩舎、東屋、トイレ、遊具、遊歩道、駐車場、梅林等） 

業務内容 ・ 施設の運営に関する業務 

・ 施設の維持管理に関する業務 

・ 施設の利用の制限等に関する業務 

・ 特定施設の使用の承認に関する業務 

・ その他施設の管理上必要と認める業務 

 

２ 職員の状況 

常勤職員： １１人    非常勤職員 ２４人     合計 ３５人 

       職員 4+嘱託 3+臨職４       パート 24 

３ 収支状況 

令和５年度                                 （単位：円） 

収  入     支  出  

指定管理料 １１１,０５７,０００ 人件費（給与等） ６３,８３７,２８７ 

利用料収入 ６,７６０,４００ 光熱水費 １１,１０５,２４４ 

自主事業収入等 ９６８,１６８ 租税公課 １２７,０００ 

その他（利息等） ２,５４３,０００ 自主事業費 ０ 

  その他（事務費・修繕費等） ４６,３９２,０８４ 

収入合計 １２１,３２８,５６８ 支出合計 １２１,４６１,６１５ 

 



 

４ 利用状況 

 令和５年度実績 令和４年度実績 令和３年度実績 

① 年間利用日数(日) ３１０ ３０８ ２６０ 

② 年間利用者数(人) (県民の森)１１６,９８８ 

(植物園)  ４９,８７１ 

(熱帯館) ３８,５９４ 

(森カル)  ６１,７７５ 

(きのこ)  ２９,６９９ 

(県民の森)１１７,８１１ 

(植物園)  ５６,３５４ 

(熱帯館) ４２,６９１ 

(森カル)  ６１,４１１ 

(きのこ)  ２８,７３８ 

(県民の森) １２７,０２１ 

(植物園)  ４６,４０３ 

(熱帯館)  ３７,３３９ 

(森カル)  ６１,５４４ 

(きのこ)  ２２,３０７ 

③ 利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 

  

６,７６０,４００ 

 

    ７,９８４,８４０ 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 

６,６９９,２４０ 

 

※利用日数は、茨城県植物園の開園日数。なお、R3 はコロナ感染防止対策として開園できなかっ

た期間がある。 

 

５ サービス向上に向けた取組み 

○春から秋にかけて数多くのチョウ類を呼び込み、観察できるようチョウが好む食草を植物園内に

植栽した。 

○NHKで放映された、連続テレビ小説「らんまん」のモデルで、日本植物学の父といわれる牧野

富太郎の功績やゆかりのある植物を紹介した展示会を実施した。 

○植物園の豊かな自然環境を利用し、キャンプ初心者の家族を対象にデイキャンプ体験を実施し

た。 

○施設の利用促進を図るため HPや SNS等を活用し、植物の開花状況や催し物等の最新情報を積

極的に情報発信した。 

 

 

 

６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 

 年間を通じて利用者に、所定のアンケート用紙により調査を実施。（植物園展示室、熱帯植物館、

レストハウス、森のカルチャーセンター、きのこ博士館にアンケート箱を設置。） 

 

○調査結果 

①職員・スタッフの応対は  

大変良い ５３%、まあまあ良い １８%、ふつう １５%、あまり良くない２% 

②施設全体の感想は 

  大変良い ６７%、まあまあ良い ２０%、ふつう  ７%、あまり良くない２％ 

 

○利用者からの意見等 

【良い点】 

・植物も綺麗で落ち着いた雰囲気が素晴らしい。 

・プラントドール展の作品に感激した。 

・どの施設もとても良く手入れされていて感動した。 

・色々な植物があり、花言葉が書かれていてとてもおもしろかった。 

・自然いっぱいでリラックスしながら勉強にもなった。 

・きのこについて、詳しく書いてあり写真なども有ったので、大変分かりやすかった。 

 

【悪い点】 

・トイレが少ない。 



・バラの花が少なかった。 

・きのこ博士館の中が少し暑すぎて長く遊べない。 

・説明の文字が小さく読みにくい。 

・きのこ博士館の施設内が暗すぎる。 

 

【要望】 

・きのこ博士館の壊れている映像機械などは早めに直してほしい。 

・森のカルチャーセンターの中に、エアコンを設置してもらいたい。 

・週末はケータリングなどの出店が欲しい。 

・リニューアルが予定されているが、改装後もキッズルームは残してもらいたい。 

・和式を洋式に変えるなど、全体的にトイレを綺麗にしてほしい。 

 

○対応状況 

・老朽化した設備の修繕、利便性の向上につながる改修などを、県に対し予算措置を要望した。 

・休日などには、キッチンカーによる軽食、ドリンクの販売を行った。 

 

 

 

 

 



７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

設備等保守点検は、専門の資格業者

に業務を再委託し、適切に実施して

いる。また、設備の老朽化に伴い更

新計画の要望を県に行っている。 

Ｂ Ｂ 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

利用者が気持よく利用できるよう最

善の管理を行っている。また、常に

快適な施設となるよう心がけてい

る。 

Ｂ Ｂ 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

利用者の安全を第一に指定管理者と

して対応すべきものは適切に修繕し

ている。 

 Ｂ Ｂ 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

条例等に従い、適切な時間管理運営

を行い、夜間イベントは県に協議の

上で開催している。 

Ｂ Ｂ 

予約・利用許可等、利用者への対応

は平等・公正に行われているか。 

細心の注意を払って、平等・公正な

対応に努めている。 
Ｂ Ｂ 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか。 

マンネリ化にならないよう随時展示

物の模様替えをするとともに催事協

力団体等を発掘し、新たな展示イベ

ント等を開催しながら、施設の利用

拡大を図っている。 

Ｂ Ｂ 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

アンケートを実施するとともに開花

情報や催事情報を随時提供し、利便

性の向上を図っている。 

 Ｂ Ｂ 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 毎月のシフト勤務表を作成し、各施

設とも適切に人員の配置を行ってい

る。 

Ｂ Ｂ 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

苦情に対しては、速やかに対応して

いる。また、内容により県への報告

も適切に行っている。 

Ａ Ａ 

事故・災害等、緊急時に備えた体制

は確保されているか。 

防災訓練等を実施し、緊急時に行動

出来るようにしている。職員間の連

絡体制も周知している。 

Ｂ Ｂ 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

催事、ＰＲや管理運営等必要に応じ

て関係機関と連携を図っている。 
Ａ Ｂ 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

県民の森の利用者は近年増加してい

る。さらに利用者が増えるよう工夫

をさらに行う。 

Ｂ Ｂ 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

年間を通じてほぼ毎週末は催事を企

画するなど、計画的な施設利用に努

めている。 

Ａ Ｂ 

収支状況 

収支計画が適正に執行されている

か。 

年間の計画に対して適正に執行出来

ている。 
Ｂ Ｂ 

経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

需用費をはじめ経費節減に取り組ん

でいる。 
Ｂ Ｂ 



【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

施設内の緑地や植栽木等を適切に管理するとともに利用者が快適に利用できるように遊歩道等の維持

管理に努めていることや利用者確保に向けて積極的に催事等の情報発信をしたことは評価できる。 

 また、施設の不具合等へも適切に対応するなど総合的な管理運営は良好である。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 

 


